
 

                              

市町村がん検診における精密検査医療機関の基準            

基本的条件（各がん共通） その他必要条件 

① 確定診断ができること。 

 

② 受診者に結果説明ができること。 

 

③ 一次検査機関（または読影委員会等）

に結果報告を行うこと。 

 

④「がん予防重点健康教育及びがん検診実

施のための指針（平成２０年３月３１日

付厚生労働省健康局長通知 健発第０３

３１０５８号）」の内容に従えること。 

 

⑤精密検査結果のフィードバック等、がん

検診の精度管理に協力することができる

こと。 

  

胃 が ん 

 

① 胃内視鏡検査が実施できること。（新規登録医療機関には日本消化器内視鏡学会認定専門医がい

ること。） 

② 組織診検査が実施できること。（実施可能な他の医療・検査機関への委託可） 

③ 関連学会の研修会等に出席すること。 

大腸がん 

① 精密検査の第一選択として、全大腸内視鏡検査が実施できること。全大腸内視鏡検査を行うこと

が困難な場合は、Ｓ状結腸内視鏡検査と注腸エックス線検査（二重造影法による）の併用、ある

いは大腸ＣＴ検査による精密検査が実施できること。（大腸 CT検査については実施可能な他の医

療・検査機関への委託可） 

② 注腸エックス線検査の実施に当たっては、十分な精度管理の下で、注腸エックス線検査の専門家

により実施できること。 

 

子宮がん 

 

① コルポスコープ検査が実施できること。 

② 細胞診検査が実施できること。（実施可能な他の医療・検査機関への委託可） 

③ 組織診検査が実施できること。（実施可能な他の医療・検査機関への委託可） 

④ 日本産婦人科学会専門医がいること。 

乳 が ん 

① 乳がん診療ガイドラインに則した診療を実施していること。 

② 一次医療機関のマンモグラフィ検査の結果、カテゴリー３以上の評価を受けた者、自覚症状を有

する者などに対して、診断のための専門的な検査が実施できること。 

③ 超音波検査が実施できること。 

④ マンモグラフィによる検査が実施できること。 

⑤ 穿刺吸引細胞診または針生検（マンモトームを含む）または摘出生検が実施できること。（病理診

断は外部委託による場合を含む） 

⑥ ＭＲＩ・ＣＴ検査が実施できること。（実施可能な他の医療・検査機関への委託可） 

肺 が ん 

① CTによる画像診断が実施できること。（実施可能な他の医療・検査機関への委託可） 

  なお、放射線科専門医による読影が望ましい。 

② 気管支鏡による組織・細胞検査（診断）が実施できること。（実施可能な他の医療・検査機関への 

委託可） 


